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詞林　第51号　2012年4月

三
、『
玄
恵
註
抄
』
と
『
五
常
内
義
抄
』

　
『
玄
恵
註
抄
』
は
、
憲
法
の
註
釈
書
・『
聖
徳
太
子
憲
法
玄
恵
注
』
の

註
釈
で
あ
る
。
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
年
〜

一
五
五
〇
年
）
抄
物
の
引
用
と
室
町
末
期
写
本
の
存
在
か
ら
、
十
六
世

紀
後
半
頃
と
見
ら
れ
、
編
者
候
補
と
し
て
は
、
清
家
の
学
問
と
南
都
の

学
問
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
、
林
宗
二
（
一
四
九
八
年
〜
一
五
八
一
年
）

が
有
力
視
さ
れ
る）

60
（

。

　
『
玄
恵
註
抄
』
の
太
子
伝
・
憲
法
関
係
以
外
の
主
要
依
拠
資
料
と
し

て
は
、宣
賢
抄
物
・『
燈
前
夜
話
』・『
神
皇
正
統
記
』・『
古
今
韻
会
挙
要
』

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
唯
一
、
す
べ
て
書
名
を
明
示

し
て
引
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
五
常
内
義
抄
』

で
あ
る
。

　
『
玄
恵
註
抄
』
の
『
五
常
内
義
抄
』
引
用
・
言
及
箇
所
は
、
こ
れ
ま

で
で
最
も
多
い
、
計
二
十
六
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、『
五
常
内

義
抄
』
本
文
伝
流
史
に
お
け
る
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
の
位
置
づ
け
、

お
よ
び
、『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
と
の
親
和
性
の
有
無
に
つ
い
て
、

検
覈
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
―
一
、
本
文
伝
流
史
に
お
け
る
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
の

位
置
づ
け

　
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
は
、
数
量
の
み
な
ら
ず
、
比
較
的
精
確
な

引
用
を
期
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
点
で
も
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

ま
づ
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
が
、
現
存
諸
本
の
い
づ
れ
に
近
い
か

を
比
量
す
れ
ば
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
一
条
・
被
註
語
「
和
」

　
　

此
外
和
ヲ
教
ル
文
、
内
外
典
倶
挙
尽
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
又
五
常
内
義

抄
云
、
人
ハ
少
々
本
意
ナ
キ
事
ア
リ
ト
モ
左
右
ナ
ク
中
ヲ
違
ベ
カ

ラ
ズ
。
指
当
テ
本
意
ナ
キ
事
ア
リ
ト
モ
世
間
ノ
習
ハ
サ
ノ
ミ
コ
ソ

ア
レ
ト
思
ナ
ダ
メ
テ
違
ベ
カ
ラ
ズ
。
違
ヒ
ヌ
レ
バ
、
敵
モ
我
モ
、

ヲ
ト
ラ
ジ
ト
、
ワ
ロ
カ
ラ
ン
事
ヲ
（
聞
出
シ
、
ヨ
カ
ラ
ザ
ラ
ン

事）
61
（

）
ヲ
見
出
サ
ン
ト
ス
ル
ホ
ド
ニ
、
弥
ヨ
憤
念
堅
ク
ム
ス
ボ
ヲ
リ
、

生
々
世
々
ニ
安
カ
ラ
ズ
。
何
況
ヤ
仮
染
ニ
モ
、
出
家
ノ
道
ニ
入
タ

ラ
ン
人
ハ
、
ユ
メ
〳
〵
此
義
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
法
ノ
相
ヲ
判
ズ
ル

『
五
常
内
義
抄
』
の
享
受
と
『
聖
徳
太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
』（
下
）

│
│
『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
の
交
叉
を
め
ぐ
っ
て
│
│

　
　
　
　
　
　

野
上　

潤
一
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世
親
菩
薩
ノ
倶
舎
論
ニ
モ
、
僧
衆
和
合
楽
ト
云
テ
、
僧
ハ
必
隔
ナ

ク
、
和
合
セ
ル
ヲ
楽
ト
ス
ト
見
ヘ
タ
リ
。
又
善
導
和
尚
ノ
帰
三
宝

ノ
偈
ニ
モ
、
僧
ニ
帰
シ
テ
諍
論
ヲ
止
メ
、
同
ク
和
合
ノ
海
ニ
入
事

ヲ
コ
ソ
教
ヘ
給
タ
レ
。
和
合
義
ナ
ク
、
隔
歴
不
融
ナ
ラ
バ
、
将
菩

提
ニ
至
ン
事
カ
タ
シ
。
サ
レ
バ
逆
罪
ノ
中
ニ
、
破
和
合
僧
ト
云
リ
、

尤
慎
ミ
ヤ
ハ
ラ
ク
ベ
シ
ト
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
義
七
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
七
云
、人
ハ
少
々
本
意
無
キ
事
ア
リ
ト
モ
、左
右
無
ク
中
ヲ
違
不
可
、

指
当
テ
本
意
無
キ
事
ア
リ
ト
モ
、
世
間
ノ
習
ハ
サ
ノ
ミ
コ
ソ
ア
レ

ト
思
宥
テ
、
違
不ス
レ
可
一
、
違
ヌ
レ
ハ
敵
モ
我
ヲ
ト
ラ
シ
ト
、
ワ

ル
カ
ラ
ン
事
ヲ
聞
出
、
吉
カ
ラ
サ
ラ
ン
事
ヲ
見
（
他
本
「
見
出
」）

ン
ト
ス
ル
程
ニ
、弥
憤
念
難マ
マ

ク
ム
ス
ホ
ヲ
リ
テ
、生
（々
他
本「
生
々

世
々
」）
ニ
不
安
、
何
ニ
況
ヤ
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
、
出
家
ノ
道
ニ
入
ラ
ン
人
、

努
々
此コ
ノ
義
不
可
在
、
法
相
ヲ
判
セ
ル
世
親
菩
薩
ノ
倶
舎
論
ニ
モ
、

僧
衆
和
合
楽
ト
云
テ
、
僧
ハ
必
ス
隔
無
ク
、
和
合
セ
ル
ヲ
楽
ト
ス

ト
云
ヘ
リ
、
又
善
導
和
尚
帰
三
宝
ノ
偈
ニ
モ
、
僧
ニ
キ
シ
テ
諍
論
ヲ

止ヤ

メ
、
同
和
合
ノ
海
ニ
入
ト
コ
ソ
、
教
給
ヒ
タ
レ
、
和
合
ノ
義
無

ク
シ
テ
、
隔
歴
不
融
ナ
ラ
バ
、
タ
ヽ
チ
ニ
（
他
本
「
正
ニ
」）
菩
提

ニ
到
ラ
ン
事
難
シ
、
サ
レ
ハ
逆
罪
ノ
中
ニ
ハ
、
破
和
合
僧
ト
云
ヘ
リ
、

尤
ツ
ヽ
シ
ミ
ヤ
ハ
ラ
ク
ヘ
シ)62

(

、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
条
・
被
註
語
「
人
皆
有
心
々
各
有
執
」

　
　

五
常
内
義
抄
云
、
人
ハ
我
々
ノ
偏
執
有
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
我
知
レ
ル

程
ハ
人
ハ
ヨ
モ
知
ラ
ジ
、
我
ガ
セ
ン
程
ハ
人
ヨ
モ
セ
ジ
ト
思
フ
ヨ

リ
偏
執
ハ
起
ル
也
。
貞
観
政
要
云
、
太
宗
魏
徴
ニ
問
給
ハ
ク
、
イ

カ
ナ
ル
ヲ
カ
明
君
ト
云
ヒ
、
イ
カ
ナ
ル
ヲ
カ
暗
君
ト
云
フ
。
魏
徴

答
曰
明
君
ト
申
ハ
広
ク
聞
ク
也
。
暗
君
ト
申
ハ
非
理
ヲ
信
ズ
レ
バ

也
ト
云
フ
。
一
ヲ
信
ジ
テ
偏
執
セ
ル
ヲ
申
也
。
サ
レ
バ
尭
舜
ハ
四

方
ノ
門
ヲ
開
キ
テ
心マ
マ

ノ
目
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
心マ

マ

ノ
耳
ヲ
疾
ク
シ
テ
見

ズ
ト
云
フ
事
ナ
ク
聞
カ
ズ
ト
云
フ
事
ナ
カ
リ
シ
カ
バ
、
身
ヲ
全
フ

シ
テ
人
ヲ
助
ク
ル
道
明
也
ト
云
ヘ
リ
。
故
ニ
偏
執
ヲ
止
ム
ベ
シ
。

然
レ
バ
太
子
憲
法
云
、
彼
ガ
是
ハ
則
我
ガ
非
也
。
我
ガ
是
ハ
則
彼

ガ
非
也
。
我
必
シ
モ
聖
ニ
ア
ラ
ズ
、
彼
必
愚
ニ
ア
ラ
ズ
。
ト
モ
ニ

是
凡
夫
也
。
是
非
ノ
コ
ト
ハ
リ
タ
レ
カ
能
ク
定
メ
ン
。
相
共
ニ
賢

愚
ナ
ル
事
環
ノ
端
ナ
キ
ガ
如
シ
。
コ
ヽ
ヲ
以
テ
人
ハ
怒
ル
ト
云
フ

ト
モ
、
還
テ
我
ガ
事
ヲ
ヲ
ソ
ル
ベ
シ
。
ワ
レ
一
人
得
タ
リ
ト
云
ト

モ
衆
ニ
随
テ
同
ジ
ク
行
ヘ
ト
云
ヘ
リ
。
故
ニ
我
ヒ
ト
リ
偏
執
シ
テ

人
ヲ
ク
ダ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
義
十
六
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
（
十
）
六
云
、
人
我
ニ
偏
執
不
レ
可
二
有
一
、
我
知
コ
ト
ハ
人
ハ
ヨ

モ
知
シ
、
我
セ
ン
程
ハ
ヨ
モ
セ
シ
ト
思
ヨ
リ
、
偏
執
ハ
起
ル
也
、

貞
観
政
要
云
ク
、
太
宗
魏
徴
ニ
問
給
、
何
ナ
ル
ヲ
カ
明
君
ト
（
云
何
）

ナ
ル
ヲ
カ
暗
君
ト
云
、
魏
徴
答
云
、
明
君
ト
申
ハ
、
広
ク
聞
ヘ
ケ
ル

ナ
リ
、
暗
君
ト
申
ハ
、
非
理
ス
レ
ハ
ナ
リ
、
一
ヲ
信
テ
偏
執
セ
ル
ヲ

申
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
尭
舜
ハ
四
方
ノ
門
ヲ
開
テ
、
四
ノ
目
明
シ
、
四
ノ

耳
ヲ
疾
シ
テ
、
見
ス
ト
云
ヘ
ル
事
無
ク
、
聞
ス
ト
云
事
無
カ
リ
シ

カ
ハ
、
身
ヲ
全
シ
テ
人
ヲ
助
ル
道
モ
明
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、
故
ニ
偏
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執
ヲ
留
ム
ヘ
シ
、
然
者
太
子
ノ
憲
法
ニ
云
、
彼
カ
是
ハ
則
我
非
ナ
リ
、

我
是
ハ
則
彼
非
也
、
我
必
聖
ニ
ア
ラ
ス
、
彼
必
愚
ニ
ア
ラ
ス
、
共
ニ

是
凡
夫
也
、
是
非
ノ
理
誰
能
可
定
一
、
相
共
ニ
賢
愚
ナ
ル
事
、
環

ノ
端
無
カ
如
シ
、
爰
ヲ
以
人
ハ
棄マ

マ

何
カ
ニ
怒
ト
云
ト
モ
、
還
テ
我

罪
ヲ
恐
ヘ
シ
、
我
独
得
タ
リ
云
ト
モ
、
衆
ニ
随
テ
同
ク
行
ト
云
ヘ
リ
、

（
内
閣
文
庫
本
「
故
ニ
」
あ
り
）
我
独
偏
執
シ
テ
人
ヲ
下
ヘ
カ
ラ
ス
、

た
と
え
ば
、
右
、『
五
常
内
義
抄
』
傍
線
・
波
線
・
二
重
傍
線
部
（
註

62
参
照
）
か
ら
、
現
存
諸
本
中
、
最
善
本
た
る
松
平
家
披
雲
閣
本
上
巻

に
近
い
こ
と
が
わ
か
る）

63
（

。
よ
っ
て
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
は
、
Ａ

類
の
善
本）

64
（

で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
松
平
家
披
雲
閣
本
上
巻
に
な
い
「
礼
」・「
智
」・「
信
」

部
（
以
下
、「
下
巻
相
当
部
分
」）
の
引
用
に
関
し
て
、
同
様
の
傾
向）

65
（

が
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
も
そ
も
、
下
巻
相
当
部
分

に
関
し
て
は
、現
存
諸
本
中
に
善
本
が
な
い
と
い
う
障
碍
が
あ
る
。よ
っ

て
、
Ａ
類
諸
本
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
の

位
置
づ
け
を
測
量
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
た
と
え
ば
、「
礼
」
第
三
条
の
引
用
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
条
・
被
註
語
「
絶
忿
棄
瞋
」

　
　

五
常
内
義
抄
云
、（
中
略
）
云
々
。
又
云
、
主
ニ
宮
仕
セ
ン
ニ
ハ

先
同
僚レ
イ

ノ
愛
有
ル
ベ
シ
。
主
一
人
ヨ
ク
当
レ
ド
モ
同
僚
ア
ツ
マ
リ

テ
謗
リ
ヲ
成
セ
バ
蚊
虻
雷イ
カ
ヅ
チヲ
ナ
シ
衆
口
骨
ヲ
消
ス
ト
云
ヘ
リ
。

積
レ
バ
終
ニ
ア
シ
キ
也
。
人
ノ
中
ニ
立
交
ル
ハ
ユ
ヽ
シ
キ
大
事
也
。

頭
ヨ
リ
足
ノ
爪
先
マ
デ
錐
ヲ
以
テ
サ
シ
ト
ヲ
ス
ヲ
忍
ブ
ガ
如
ク
万

ノ
事
ハ
口
ヲ
シ
ク
腹
立
事
ア
リ
ト
モ
知
ラ
ヌ
様
ニ
聞
エ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

モ
テ
ナ
シ
テ
ウ
ラ
ヽ
カ
ニ
有
ベ
シ
。
サ
ヽ
ヘ
テ
云
事
ア
リ
ト
モ
戯

ニ
ナ
ス
ベ
シ
。
ヲ
ダ
シ
ク
ダ
ニ
モ
ア
レ
バ
何
ト
ナ
ク
人
モ
不
便
ガ

リ
テ
悪
ム
事
ア
ル
マ
ジ
ケ
レ
バ
耻
ニ
モ
及
ブ
マ
ジ
。
サ
レ
バ
ト
テ

人
ノ
モ
テ
ナ
サ
ン
ニ
奢
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
サ
レ
バ
帝
範
カ
云
、
身
ノ

貴
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
モ
テ
人
ニ
奢
ラ
ザ
レ
、
徳
ノ
厚
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ

物
ニ
誇
ラ
ザ
レ
ト
云
ヘ
リ
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
三
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
三
曰
、
主
ニ
官マ
マ

仕
セ
ン
ハ
、
先
同
僚
ノ
愛
礼
ア
ル
ヘ
シ
、
主
一

人
ノ
気
色
ヨ
ケ
レ
ト
モ
、
同
僚
ノ
集
テ
、
毀
ヲ
ナ
セ
ハ
、
蚊
虻
作
レ
雷
、

衆
口
銷ケ
レ
ス
骨
ト
云
リ
、
積
レ
ハ
ア
シ
ク
ナ
ル
ナ
リ
、
人
ノ
中
ニ
立

交
ル
事
ハ
、
ユ
ヽ
シ
キ
大
事
也
、
頂
ヨ
リ
足
ノ
爪
先
マ
デ
針
ニ
テ
ト

ヲ
サ
レ
ン
ヲ
、
念
ス
ル
カ
如
ク
ニ
、
万
事
口
惜
腹
立
シ
キ
事
ア
ル

ト
モ
、
只
不
知
貌
ニ
テ
、
面
ヲ
ウ
ラ
ヽ
カ
ニ
振
マ
フ
ヘ
シ
、
縦
サ
ヽ

ヘ
テ
云
事
有
ト
モ
、
戯
ニ
ナ
ス
ヘ
シ
、
カ
ヤ
ウ
ニ
、
心
ダ
ニ
モ
動

ズ
、
ヲ
ダ
シ
ク
サ
ダ
マ
リ
ヌ
レ
ハ
、
何
ト
ナ
ク
、
上
下
諸
人
ナ
ツ

カ
シ
ク
、
心
安
思
事
也
、
又
人
ノ
我
ヲ
モ
テ
（
ナ
セ
）
ハ
ト
テ
、

奢
心
努
々
有
ベ
カ
ラ
ス
、
サ
レ
ハ
、
帝
範
ニ
云
ク
、
身
ノ
不
貴
ヲ

以
テ
、
人
ニ
ヲ
コ
ラ
サ
レ
、
徳
ノ
ア
ツ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
物
ニ
誇

サ
レ
ト
云
リ
、

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
三
（
内
閣
文
庫
本
）

　
　

第
三
云
、
主
ニ
宮
仕
セ
ン
ニ
ハ
、
先
同
例マ
マ
ノ
愛
可
レ
有
、
主
一
人
能

当
レ
共
、
同
例マ
マ

集
テ
毀
ヲ
成
ハ
、
蚊
虻
雷
ヲ
成
シ
、
衆
口
骨
ヲ
消
ト
云
リ
、
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積
レ
ハ
終
ニ
悪
キ
也
、
人
ノ
媒
ヨ
シ
ハ
ル
シ
ハ
、
優
シ
キ
大
事
也
、

自
レ
頂
足
ノ
爪
前
マ
テ
錐
ヲ
以
刺
シ
通
ス
ヲ
、
ネ
ウ
セ
ン
カ
如
シ
、
万

ノ
事
ハ
口
惜
ク
腹
立
事
ア
リ
ト
モ
、
不
レ
知
様
不
レ
聞
様
ニ
、
モ
テ

成
テ
、
ウ
ラ
ヽ
カ
ニ
有
ベ
シ
、
サ
ヽ
ヘ
テ
、
云
事
有
ト
モ
、
戯
ニ

シ
ナ
ス
ベ
シ
、
ヲ
タ
シ
ク
モ
ア
レ
ハ
、
無
何
ト
人
モ
不
便
カ
リ
テ
、

悪
事
ア
ル
マ
シ
、
悪
事
ア
ル
マ
ジ
ケ
レ
バ
、
恥
ニ
モ
及
フ
マ
シ
、

サ
レ
ハ
ト
テ
人
ノ
モ
テ
ナ
サ
ム
ニ
、
不
レ
可
レ
驕
、
而
ハ
帝
範
云
、
身

ノ
之
不
レ
貴
以
人
ニ
ヲ
コ
ラ
シ
、
徳
ノ
不
レ
厚
以
物
ニ
不
レ
驕
ト
云
ヘ
リ
、

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
三
（
版
本
）

　

第
三
ニ
曰　

主
ニ
宮
仕
セ
ン
ニ
ハ
、
先
同
僚
之
受マ

マ

増マ
マ

ア
ル
ヘ
シ
、

主
一
人
ニ
ハ
ヨ
ク
ア
レ
ト
モ
、
同
僚
ア
ツ
マ
リ
テ
。
ソ
シ
リ
ヲ

ナ
セ
バ
、
終
ニ
悪
キ
也
、
蚊
虻
雷ラ
イ

ヲ
ナ
シ
、
衆
口
骨
ヲ
消
ス
ト

云
ヘ
リ
、
積
レ
ハ
ツ
イ
ニ
悪
キ
ナ
リ
、
人
之
中
ニ
立
マ
ジ
ワ
ル

ハ
、
ユ
ヽ
シ
キ
大
事
ナ
リ
。
イ
タ
ヾ
キ
ヨ
リ
、
足
ノ
爪
サ
キ
マ

テ
。
キ
リ
ヲ
以
テ
サ
シ
ト
ヲ
サ
ン
ヲ
ネ
ウ
セ
ン
ガ
如
シ
、
ヨ
ロ

ヅ
ノ
事
心
ヱ
ガ
タ
シ
、
何
ト
ナ
ク
ニ
ウ
和
ナ
ル
、
則
、
人
モ
フ

ビ
ン
ガ
リ
テ
、
悪
ム
事
ア
ル
マ
シ
ケ
レ
者
、
ハ
ヂ
ニ
モ
及
ブ
マ

ジ
キ
也
、
去
ハ
ト
テ
、
人
ノ
モ
テ
ナ
サ
ム
ニ
驕
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、

然シ
カ

レ
ハ
。
帝
範
ニ
曰
、
身
ノ
貴
ト
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
人
ヲ
ゴ

ラ
ザ
レ
、
徳
ノ
。
ア
ツ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
物
ニ
ヲ
ゴ
ラ
サ
レ

ト
云
ヘ
リ）
66
（

右
、『
五
常
内
義
抄
』
波
線
部
（
註
66
参
照
）
の
う
ち
、
特
に
、
文
レ
ベ

ル
の
も
の
は
、
諸
本
比
較
に
よ
り
、
後
発
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、『
玄

恵
註
抄
』
所
引
本
文
が
、
上
巻
相
当
部
分
同
様
、
比
較
的
良
好
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、記
事
の
広
略
・
異
同
が
多
く
認
め
ら
れ
る
箇
所
と
し
て
、「
智
」

第
四
条
の
引
用
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
七
条
・
被
註
語
「
為
官
求
人
」

　
　

又
五
常
内
義
抄
云
、
従
者
ヲ
仕
フ
ベ
キ
様
ハ
杣
木
ノ
木
師
ガ
木
ヲ

見
テ
仕
フ
ガ
如
シ
ト
云
ヘ
リ
。
此
木
ハ
板
ニ
取
ナ
ン
、
マ
サ
ニ
取

ナ
ン
（
ト
案
内
ヲ
見
ヲ
ホ
セ
テ
取
ヌ
レ
バ
始
終
物
ノ
用
ニ
立
様
ニ
、

此
物
ハ
中
間
ニ
仕
ヒ
ナ
ン
、）
雑
色
ニ
仕
ヒ
ナ
ン
ト
見
計
ヒ
テ
仕

フ
ベ
シ
。
彼
ガ
機
量
ニ
叶
ハ
ヌ
コ
ト
ニ
仕
ヘ
バ
ア
ヤ
マ
チ
ガ
チ
ニ

テ
不
覚
ア
ル
時
ニ
様
々
ノ
口
舌
シ
、
サ
イ
ナ
メ
バ
兎
角
人
前
ニ
テ

陳
ズ
ル
片
腹
イ
タ
キ
事
也
。
只
始
ヨ
リ
ア
テ
ツ
カ
フ
ベ
シ
。
高
山

壌
ツ
チ
ク
レ

ヲ
キ
ラ
ハ
ズ
、
蒼
海
細
流
ヲ
見
ヱ
ラ
バ
ズ
ト
云
事
ア
リ
。
大

人
ハ
人
ヲ
嫌
ハ
ズ
見
ハ
カ
ラ
イ
テ
仕
ヘ
バ
弥
大
名
ニ
成
也
。
高
山

ノ
壌
ヲ
キ
ラ
ハ
ザ
ル
ガ
如
シ
。
人
ノ
食
物
ヲ
嫌
ヘ
バ
其
身
必
ズ
ヤ

ス
ト
云
事
ア
リ
。
此
ハ
悪
口マ
マ

シ
彼
ハ
ニ
ク
シ
ト
云
テ
様
々
ニ
サ
イ

ナ
メ
バ
次
第
ニ
タ
ヘ
カ
ネ
テ
兎
角
ウ
セ
モ
テ
行
ク
程
ニ
我
身
ハ
少

分
ニ
成
リ
行
也
。
食
物
ヲ
キ
ラ
ヘ
バ
其
身
ヤ
ス
ト
云
ハ
是
也
。
サ

レ
バ
富
家
ノ
入
道
殿
ハ
、
ワ
ビ
シ
ゲ
ナ
ル
小
侍
ド
モ
ヲ
バ
衣キ
ヌ

ノ
御

跡
ニ
取
リ
シ
ネ
サ
セ
テ
要
事
ア
リ
テ
起
シ
給
ヒ
シ
ニ
モ
、
彼
ガ
ネ

イ
リ
タ
ル
ゾ
、
ヲ
ド
ロ
カ
サ
ジ
ト
不
便
ガ
リ
テ
ウ
カ
ガ
ヒ
抜
ケ
出

シ
テ
ケ
ル
也
。
人
ゲ
ナ
キ
末
ノ
者
ナ
レ
ド
モ
彼
ガ
ア
タ
リ
ノ
モ
ノ

ト
聞
ク
ト
キ
ハ
詞
ヲ
カ
ケ
目
ヲ
ミ
セ
給
ヒ
ケ
レ
バ
見
ル
者
聞
ク
者
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悦
ビ
ケ
リ
。
聊
ノ
事
ヲ
モ
ホ
メ
感
ジ
給
ヒ
ケ
レ
バ
弥
誉
ラ
レ
奉
ラ

ン
ト
ハ
ゲ
ミ
ア
ヒ
ケ
リ
。
其
ヲ
心
得
ズ
ヨ
キ
人
モ
悪
シ
キ
人
モ
口

舌
サ
イ
ナ
メ
バ
、
弥
打
フ
テ
テ
悪
シ
ク
ノ
ミ
成
リ
行
也
。
能
々
ハ

カ
ラ
イ
ツ
カ
フ
ベ
シ
云
々
。
此
章
ハ
己
ガ
預
リ
領
ス
ル
職
ナ
ラ
ヌ

事
ニ
不
レ
ル
可
レ
ラ
綺
ル
事
ト
、
官
ニ
任
ズ
ル
ニ
其
人
ヲ
撰
ビ
用
ユ
ベ

キ
事
ヲ
記
シ
給
ヘ
リ
。
此
註
ノ
心
也
。
人
各
有
レ
リ
任
、
宜
レ
シ
ク
不

レ
濫ミ
ダ
レ
ト
ヨ
メ
ル
此
心
也
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
智
四
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
四
ニ
云
、
従
者
ヲ
仕
ヘ
キ
事
ハ
、
杣
山
ノ
木
師
ガ
木
ヲ
見
テ
、
ツ

カ
ウ
カ
如
シ
、
此
木
ハ
板
ニ
ト
リ
テ
、
ヨ
カ
リ
ナ
ン
、
マ
サ
ニ
ト

リ
テ
ヨ
カ
リ
ナ
ン
ト
、
木
ノ
案
内
ヲ
能
々
見
テ
、
ト
リ
ヌ
レ
ハ
、

始
終
物
ノ
用
ニ
立
カ
如
ク
、
人
ヲ
仕
ハ
ン
ニ
ハ
、
此
者
ハ
中
間
ニ
仕
ヒ

ナ
ン
、
雑
色
ニ
仕
ナ
ン
、
後
見
ニ
仕
ナ
ン
ト
、
能
々
見
計
テ
仕
ヘ

シ
ト
云
、
彼
器
量
ニ
叶
ハ
ヌ
事
ニ
ツ
カ
ヘ
ハ
、
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ア
ヤ

マ
チ
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
不
覚
シ
ヌ
ル
時
、
ヤ
ウ
〳
ニ〵
腹
立
サ
イ
ナ

ミ
ス
ル
事
ハ
、
僻
事
也
、
高
山
ツ
チ
ク
レ
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
、
滄
海
ホ

ソ
キ
流
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
ト
云
リ
、
ソ
ノ
コ
ト
ク
ニ
、
大
人
ハ
イ
カ
ニ
モ
、

人
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
集
ツ
ヽ
、
見
計
テ
ツ
カ
ヘ
ハ
、
弥
大
名
ニ
成
也
、

亦
食
物
ヲ
嫌
ヘ
ハ
、
其
身
疲
ト
云
事
ア
リ
、
是
ハ
ワ
ロ
シ
、
ア
レ

ハ
ワ
ロ
シ
ト
云
テ
、
ヤ
ウ
〳
ニ〵
サ
イ
ナ
メ
ハ
、
人
次
第
ニ
絶
カ

ネ
テ
ト
カ
ク
ウ
セ
テ
行
ホ
ト
ニ
、
我
身
ハ
少
者
ニ
成
行
モ
ノ
也
、

食
物
ヲ
キ
ラ
ヘ
ハ
其
身
疲
ト
ハ
是
也
、
サ
レ
ハ
富
家
ノ
入
道
殿
ハ

ワ
ヒ
シ
ケ
（
ナ
）
ル
小
侍
共
ヲ
、
絹
ノ
ア
ト
ニ
ト
リ
シ
ナ
シ
テ
、
朝

ヲ
キ
サ
セ
給
ケ
ル
ニ
、コ
レ
ラ
カ
ネ
イ
リ
タ
ル
ヲ
、驚
カ
サ
シ
ト
テ
、

ヤ
ワ
ラ
カ
ニ
ヌ
ケ
出
給
ヒ
ケ
リ
、
亦
人
ケ
ナ
キ
者
也
ケ
レ
ト
モ
、

コ
レ
カ
ア
タ
リ
ノ
者
縁
ユ
カ
リ
ノ
者
ト
聞
時
ハ
、
詞
ヲ
カ
ケ
目
ヲ
ミ

セ
給
ヒ
ケ
レ
ハ
、
カ
レ
ラ
カ
親
類
ナ
ン
ト
ハ
、
皆
忝
事
ニ
思
ツ
ヽ

悦
也
、
又
召
仕
者
ノ
中
ニ
聊
モ
高
名
ヲ
モ
能

マ
マ

ヲ
シ
ツ
レ
ハ
、
コ

ト
サ
ラ
讃
感
シ
給
テ
、
引
出
物
ヲ
給
ケ
レ
ハ
、
弥
心
イ
サ
マ
シ
ク

思
ケ
ル
、
サ
レ
ハ
人
ヲ
ホ
ク
ツ
カ
ヘ
ン
ト
望
ヲ
カ
ク
ル
ト
カ
ヤ
、

然
ヲ
心
得
ヌ
人
ハ
、
ヨ
キ
時
モ
、
ア
シ
キ
時
モ
、
ヒ
タ
ミ
ジ
キ
ニ

口
舌
サ
イ
ナ
メ
バ
、
イ
ヨ
〳
〵
ア
ヂ
キ
ナ
ク
思
フ
テ
ラ
レ
テ
、
心

ヲ
ハ
ケ
マ
ス
事
ナ
シ
、
サ
レ
ハ
人
ヲ
ツ
カ
ハ
ン
時
、
我
心
ノ
ハ
カ

リ
コ
ト
ヲ
賢
シ
テ
仕
ヘ
シ
、

　
『
五
常
内
義
抄
』
智
四
（
内
閣
文
庫
本
）

　
　

第
四
、
従
者
ヲ
可
レ
キ
仕
フ
様
ト
云
ハ
、
杣
山
ノ
木
師
カ
木
ヲ
見
テ
ツ

カ
フ
カ
如
シ
、
此
木
ハ
板
ニ
取
ナ
ン
、
柾
ニ
取
ナ
ン
、
案
内
ヲ
見
ヲ
ウ
セ
テ

取
ヌ
レ
ハ
、
始
終
物
ノ
要
ニ
立
ツ
様
ニ
、
此
ノ
者
ハ
中
間
ニ
仕
ナ
ン
、

雑
色
ニ
仕
ナ
ム
ト
見
計
テ
、
可
レ
シ
仕
フ
、
彼
ニ
不
レ
ル
叶
ハ
事
ニ
仕
ヘ
ハ
、

詭ア
ヤ
マ

リ
カ
チ
ニ
テ
、
不
覚
有
リ
時
漸
々
口
舌
サ
イ
ナ
メ
バ
、
兎
角
人

ノ
前
ニ
テ
、
陳
ス
ル
ニ
腹マ
マ

イ
タ
シ
、
只
始
ヨ
リ
計
ヒ
仕
ベ
シ
、
故
ニ
鸚

鵡
賦
ニ
云
ク
、
泰
山
ハ
不
レ
譲
二
ラ
土
譲マ

マ
一
ヲ
、
故
ニ
能
ク
成
二
シ
其
ノ
高
一
ヲ
、

河
海
ハ
不
レ
厭
二
ハ
細
流
一
レ
ヲ
、
能
ク
成
二
ス
ト
其
ノ
深
一
ヲ
云
ヘ
リ
、〈
或

本
ニ
云
ク
高
山
ハ
壊マ
マ
ヲ
不
レ
嫌
蒼
海
ハ
細
キ
流
ヲ
不
レ
撰
云
々
〉
大
人
ハ

人
ヲ
不
レ
嫌
見
計
テ
仕
ヘ
ハ
弥
大
名
ニ
成
ル
也
、
又
タ
孝
経
ニ
云
ク
、
主

逆
レ
フ
諌
ニ
則
ン
ハ
国
亡
ブ
、
人
謗
レ
食
ヲ
則
ン
ハ
躰
ス
ト
云
リ
、
如
レ
ク
ス
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ル
ハ
此
ノ
是
ハ
ワ
ロ
シ
、
彼
ハ
ニ
ク
シ
ト
サ
イ
ナ
メ
ハ
、
次
第
ニ
タ
ヱ

カ
ネ
テ
、
兎
カ
ク
失
セ
以
テ
行
程
ニ
、
我
身
小
名
ニ
成
リ
行
ク
也
リ
、

食
物
ヲ
キ
ラ
ヘ
バ
、
其
身
ヤ
ス
ト
云
ハ
是
也
、
サ
レ
ハ
富
家
ノ
入

道
殿
ハ
、
ワ
ビ
シ
ゲ
ナ
ル
、
小
侍
共
ヲ
バ
キ
ヌ
ノ
ア
ト
ニ
取
シ
ナ

シ
テ
、
暁
要
ノ
事
有
テ
、
起
キ
給
フ
ニ
モ
、
彼
等
カ
、
寝
入
ヲ
驚
カ
サ

シ
ト
、
不
便
カ
リ
テ
、
伺
ヒ
抜
ケ
出
テ
、
ラ
レ
ケ
ル
ナ
リ
、
人
気ゲ

ナ
キ
、

末
ノ
者
ナ
レ
ト
モ
、
彼
カ
ア
タ
リ
ノ
物
ノ
聞
時
ハ
詞
ヲ
カ
ケ
、
目
ヲ
見

セ
給
ケ
レ
ハ
、見
ル
者
聞
ク
者
ノ
悦
ヘ
リ
、聊
ノ
事
モ
誉
メ
感
シ
給
ケ
レ
ハ
、

弥
奉
レ
ン
被
レ
誉
ト
テ
、
励
ミ
相
ヒ
ケ
リ
、
其
ヲ
不
得
心
ニ
シ
テ
、
善
時
モ

悪
時
モ
口
舌
サ
イ
ナ
メ
ハ
弥
打
フ
テ
ヽ
、
ワ
ロ
ク
ノ
ミ
成
リ
行
、

尤
モ
計
ツ
カ
フ
ベ
シ

　
『
五
常
内
義
抄
』
智
四
（
版
本
）

　

第
四
ニ
曰　

従
者
ヲ
仕
フ
ベ
キ
事
、
ソ
マ
人
、
木
ヲ
見
テ
仕
フ
カ

如
シ
ト
云
ヘ
リ
、此
木
、若
イ
タ
ニ
取
ナ
ン
、正マ
マ
ニ
取
ナ
ン
、能
々

見
。
ヲ
ホ
セ
テ
ト
リ
ヌ
レ
ハ
、
始
終
、
物
ノ
用
ニ
立
様
ニ
、
人

ヲ
ツ
カ
ハ
ン
ニ
モ
、
此
モ
ノ
ハ
中
間
ニ
ツ
カ
ヒ
ナ
ン
、
親マ
マ

色
ニ

ツ
カ
イ
ナ
ン
ト
、
見
。
ハ
カ
ラ
イ
テ
ツ
カ
ウ
ベ
シ
、
彼
ガ
器
量

ニ
叶
ハ
ヌ
事
ニ
。
ツ
カ
ヘ
ハ
。
ア
ヤ
マ
チ
多
ク
シ
テ
悪
事
也
、

不
覚
ア
ル
時
、
サ
マ
〳
〵
ニ
。
イ
サ
ム
レ
バ
。
ト
カ
ク
人
ノ
前

ニ
テ
。
チ
ン
ズ
ル
モ
、
片
腹
イ
タ
ムマ
マ

事
ナ
リ
、
只
始
ヨ
リ
。
ハ

カ
ラ
ヒ
使
フ
ベ
シ
、
高
山
、
土
ク
レ
ヲ
キ
ラ
ワ
ズ
。
サ
ウ
海
ハ
、

絹マ
マ

キ
流
ヲ
撰
マ
ザ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
大
人
ハ
人
ヲ
キ
ラ
ワ
ス
。
ミ

ハ
カ
ラ
ヒ
テ
。
ツ
カ
ヘ
バ
、
弥
大
名
ニ
ナ
ル
ナ
リ
。
タ
カ
キ
山
、

土
ク
レ
ヲ
キ
ラ
ハ
ザ
ル
カ
如
シ
、
又
、
人
ハ
食
物
ヲ
キ
ラ
ウ
ハ
、

其
身
必
ス
。
ヤ
ス
ト
云
事
有
リ
、
是
ハ
悪
シ
。
カ
レ
ハ
。
ニ
ク

シ
ト
云
テ
、
サ
マ
〳
〵
ニ
。
サ
イ
ナ
メ
バ
、
次
第
ニ
絶
ヘ
カ

ネ
テ
。
ト
カ
ク
ウ
ト
ミ
モ
テ
行
ホ
ト
ニ
、
我
名
ニ
ナ
リ
ユ
ク
也
、

食
物
ヲ
キ
ラ
ヘ
ハ
、
其
身
ヤ
ス
ト
云
ハ
是
也

右
は
、
大
ま
か
な
記
事
の
構
成
に
関
し
て
言
え
ば
、
松
平
家
披
雲
閣
本

下
巻
が
近
い
が
、
字
句
は
、
部
分
部
分
に
お
い
て
、
内
閣
文
庫
本
、
つ

い
で
、
版
本
の
ほ
う
が
近
く
、
か
つ
、
や
は
り
波
線
部
の
後
発
性
が
推

測
さ
れ
る
の
で
、
下
巻
相
当
部
分
に
関
し
て
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本

文
に
は
、
失
わ
れ
た
Ａ
類
善
本
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も

の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
系
統
に
か
か
わ
ら
ず
、
異
同
が
認
め
ら
れ
る
箇
所

と
し
て
、
ま
づ
、「
礼
」
第
十
八
条
の
引
用
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
条
・
被
註
語
「
我
独
雖
得
従
衆
同
挙
」

　
　

五
常
内
義
抄
云
、
或
文
云
、
友
ニ
交
リ
テ
諍
フ
事
ナ
カ
レ
ト
云
ヘ

リ
。
又
後
漢
書
云
、
時
ヲ
バ
ト
ド
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、
衆
ニ
ハ
逆
ナ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
リ
。
タ
ヾ
人
ハ
諸
マ
カ
セ
タ
ル
様
ナ
ル
ベ
シ
。
異

相
ナ
ル
事
片
輪
ナ
ル
ベ
シ
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
八
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
十
八
ニ
云
、
人
ノ
余
ニ
異
相
ナ
ル
ハ
、
悪
事
也
、（
中
略
）
サ
レ
ハ

或
文
ニ
云
、
友
ニ
交
ニ
論
事
ナ
カ
レ
ト
云
リ
、
亦
後
漢
書
ニ
云
、
時
ヲ

ハ
留
ム
ヘ
カ
ラ
ス
、
衆
ニ
逆
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
リ
、
只
人
ハ
、
イ
カ

ニ
モ
ウ
チ
マ
カ
セ
タ
ル
ア
リ
サ
マ
ナ
ル
ヘ
シ
、
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『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
八
（
内
閣
文
庫
本
）

　
　

第
十
八
、
人
ノ
異
相
シ
テ
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
或
文
ニ
云
ク
、
交
レ
テ

友
ニ
勿
レ
レ
争
フ
コ
ト
云
、
又
後
漢
書
ニ
云
ク
、
時
不
レ
可
レ
止
、
衆
不
レ

可
レ
逆
フ
云
リ
、
只
人
ハ
打
任
タ
ル
様
ナ
ル
ベ
シ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
八
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

　
　

第
十
八
ニ
、
人
ノ
余
ニ
異
様
ニ
ア
ラ
サ
レ
、（
中
略
）
友
ニ
交
テ
諍
ハ

サ
レ
ト
云
ヘ
リ
、
在
家
モ
出
家
モ
、
只
人
ハ
ア
ル
ヘ
キ
様
ニ
振
舞
ヲ
、

異
相
ニ
ア
ラ
サ
レ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
七
（
版
本
）

　

第
十
七
ニ
曰　

人
ノ
ア
マ
リ
ニ
。
イ
サ
ウ
ニ
テ
、（
中
略
）
サ
レ
ハ
、

ア
ル
文
ニ
云
ク
、
ト
モ
ニ
マ
ジ
ワ
ラ
ン
ニ
、
ア
ラ
ソ
ウ
事
ナ
カ

レ
ト
云
ヘ
リ
、
又
。
後
漢
之
書
ニ
云
ク
、
時
ヲ
ハ
ト
ム
ベ
カ
ラ
ズ
、

衆
ヲ
ハ
。
タ
ガ
フ
ベ
カ
ラ
ス
ト
云
ヘ
リ
、
タ
ヾ
、
人
ハ
。
ウ
チ

マ
カ
セ
タ
ル
ヘ
シ
。
コ
ト
ナ
ル
ハ
。
カ
タ
ハ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
ヘ

リ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
十
八
（
山
田
孝
雄
文
庫
本
）

　
　

第
十
八
に
い
は
く
、
人
の
あ
ま
り
に
い
さ
う
な
る
は
か
た
わ
な
り
、

（
中
略
）
さ
れ
は
も
ん
に
い
は
く
、
い
と
ゝ
、
と
も
に
ま
し
は
ら
ん
に

争あ
ら
そ
ふ
事
な
か
れ
と
云
へ
り
、
又
こ
か
ん
し
よ
に
い
は
く
、
と
き

を
と
ゝ
む
へ
か
ら
す
、
し
う
に
は
さ
か
ふ
へ
か
ら
す
、
只
人
は

万ば
ん
じ事

う
ち
ま
か
せ
た
る
や
う
な
る
へ
し
、
い
さ
う
な
る
事
は
か
た

はわ

也な
り

と
そ

松
平
家
披
雲
閣
本
下
巻
・
内
閣
文
庫
本
・
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本

（
以
下
、「
Ｃ
類
」）
に
な
い
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
二
重
傍
線
部
が
、

Ａ
類
末
流
本
文
で
あ
る
山
田
孝
雄
文
庫
本
（
以
下
、「
平
仮
名
本
」）
に
最

も
近
似
し
、
か
つ
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
（
以
下
、「
Ｂ
類
」）
と
版
本
を

合
せ
た
よ
う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、「
礼
」
第
六
条
の
引
用
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
五
条
・
被
註
語
「
公
」

　
　

五
常
内
義
抄
ニ
云
、
宮
仕
ヲ
セ
ン
ニ
親
ノ
命
ヲ
バ
背
テ
主
命
ヲ
バ

重
ク
ス
ベ
シ
。
公
羊
伝
云
、
①
父
ノ
命
ヲ
以
王
事
ヲ
辞
セ
ズ
、
②

王
事
ヲ
以
テ
父
命
ヲ
辞
セ
ヨ
。
③
家
ノ
事
ヲ
以
テ
父
ノ
命
ヲ
辞
セ

ズ
、
④
父
ノ
命
ヲ
以
テ
家
ノ
事
ヲ
辞
セ
ヨ
ト
云
ヘ
リ
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
内
閣
文
庫
本
）

　
　

第
六
、
宮
仕
ヲ
セ
ン
ニ
ハ
、
親
ノ
命
ヲ
背
テ
、
主
ノ
命
ヲ
可
レ
重
ク
ス
、

公
羊平

論
云
、
①
父
ノ
命
以
テ
主
ノ
事
ヲ
辞
サ
レ
、
④
父
ノ
命
ヲ
以
テ
家
ノ

事
ヲ
辞
セ
ヨ
ト
云
ヘ
リ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
吉
田
幸
一
氏
蔵
本
）

　
　

第
六
ニ
、
宮
仕
ヲ
セ
ン
ニ
ハ
、
親
ノ
命
ヲ
背
ト
モ
、
主
ノ
命
ヲ
ハ
重ヲ
モ
ク
ス

ヘ
シ
、
コ
ウ
平
論
ニ
云
、
①
父チ
ヽ
ノ
命
ヲ
以
主
ノ
コ
ト
ヲ
不
レ

辞コ
ト
ハ

、

④
父
ノ
命
ヲ
以
テ
家
ノ
コ
ト
ヲ
辞
セ
ヨ
ト
云
ヘ
リ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
）

　
　

第
六
、
為
二
官マ
マ

仕
一
ノ
背
二
テ
親
ノ
命
一
ヲ
主
ノ
命
ヲ
可
レ
重
イ
ヘ
リ
、
復
、

公
平
論
ニ
云
、
①
以
二
父
ノ
命
一
ヲ
不
レ
辞
二
主
ノ
命
一
ヲ
、
②
以
二
主
ノ
事

一
ヲ
辞
二
父
ノ
命
一
ヲ
ト
也
、

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
版
本
）
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第
六
ニ
曰　

宮
仕
セ
ン
ニ
ハ
、
親
ノ
命
ヲ
ソ
ム
ヒ
テ
、
主
之
命
ヲ

ハ
重
ク
ス
ヘ
シ
。
公
平
論
ニ
云
ク
、
①
父
ノ
命
ヲ
以
テ
ハ
、
主

ノ
事
ヲ
辞
セ
サ
レ
、
②
主
ノ
事
ヲ
以
テ
ハ
、
父
ノ
メ
イ
ヲ
辞
セ

ヨ
、
④
家
事
ヲ
以
テ
ト
、
父
之
メ
イ
ヲ
以
テ
ハ
。
イ
ヱ
ノ
コ
ト

ヲ
辞
セ
ヨ
ト
云
ヘ
リ

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
山
田
孝
雄
文
庫
本
）

　
　

第
六
に
い
は
く
、
み
や
つ
か
へひ

を
せ
ん
に
、
お
や
の
め
い
を
背そ

む
き

し
う
の
め
い
を
お
も
く
す
へ
し
、
く
い
や
う
ろ
ん
に
い
は
く
、
①

ち
ゝ
の
め
い
を
も
つ
て
し
う
じ
を
ちぢ

すマ
マ

、
②
し
う
じ
を
も
て
ち
ゝ

の
め
い
を
ちぢ

せ
よ
と
い
ふ
、
③
い
へゑ

の
事
を
も
つ
て
父ち

ゝ

の
め
い
を

ちじ

せ
さ
れ
、
④
ち
ゝ
の
め
い
を
も
つ
て
い
ゑ
の
事
を
ちぢ

せ
よ
と
い

えへ

り

▽
『
玉
函
秘
抄
』
中

　
　

不
以
父
ノ
命
一
ヲ
辞
セ
王
父
ノ
命
一
ヲ
以
王
父
ノ
命
一
ヲ
辞
父
命
一
ヲ
不
以
家

事
一
ヲ
辞
王
事
一
以
王
事
辞
ス
家
事
一
〈
公
羊
伝
〉

▽
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
太
子
三
十
三
歳
条
（
憲
法
十
五
条
）

　
　

公
羊
伝
云
不
下
以
家
事
一
ヲ
辞
中
王
事
上
以
王
事
一
ヲ
辞
ス
家
事
一
文
）
67
（

『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
①
〜
④
に
関
し
て
、
平
仮
名
本
が
①
〜
④
を

周
備
し
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
に
最
も
近
似
し
て
い
る
の
に
対
し
、

内
閣
文
庫
本
・
松
平
家
披
雲
閣
本
下
巻
・
Ｂ
類
が
①
④
、
Ｃ
類
が
①
②
、

版
本
が
①
②
④
の
み
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

右
は
、
片
々
た
る
記
事
で
は
あ
る
が
、
如
上
か
ら
、『
玄
恵
註
抄
』

所
引
本
文
は
、
Ａ
類
本
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
本
文
伝
流
史
上
の
ミ
ッ
シ

ン
グ
・
リ
ン
ク
と
な
る
べ
き
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る）

68
（

。

　

以
上
、
本
文
伝
流
史
に
お
け
る
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
検
討
し
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
が
、
現
存
諸
本
に
比

し
て
、
善
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
は
い
え
、

た
と
え
ば
、

▼
『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
十
一
月
九
日
条

　
　

自
禁
裏
五
常
内
義
抄
校
本
異
違
之
所
々
可
改
進
上
之
由
被
仰
之
、

　
『
実
隆
公
記
』
明
応
六
年
十
一
月
十
二
日
条

　
　

五
常
内
義
抄
加
校
合
持
参
之
、

『
実
隆
公
記
』
に
見
え
る
ご
と
く
、
そ
れ
が
校
合
の
結
果
で
あ
っ
た
可

能
性
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
伝
本
の
少
な
さ
ゆ
え
に
、

ど
こ
ま
で
古
態
を
保
っ
て
い
る
か
を
精
確
に
測
定
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
が
、
伝
本
の
残
存
状
況
を
考
量
す
れ
ば
、『
玄

恵
註
抄
』
所
引
本
文
は
、
室
町
時
代
に
存
在
し
た
善
本
の
面
影
を
伝
え

る
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言

え
る
。

　

以
上
は
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
史
上
に
お
け
る
『
玄
恵
註
抄
』
の

位
置
づ
け
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
が
、
次
節
以
降
で
は
、『
玄
恵
註
抄
』

に
お
け
る
『
五
常
内
義
抄
』
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
、『
五
常
内
義
抄
』

と
憲
法
学
の
親
和
性
の
有
無
を
考
覈
す
る
こ
と
と
す
る
。
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三
―
二
、『
玄
恵
註
抄
』
の
『
五
常
内
義
抄
』
利
用
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
、『
玄
恵
註
抄
』
の
『
五
常
内
義
抄
』
利
用
箇
所
に
つ
い
て
、

『
五
常
内
義
抄
』
を
基
準
と
し
て
、
①
五
常
配
当
箇
所
、
②
憲
法
引
用

箇
所
、
③
そ
の
他
教
訓
箇
所
に
分
類
し
、
ま
づ
、
基
礎
的
な
事
柄
を
明

ら
か
に
す
る
。

　

第
一
に
、
五
常
配
当
箇
所
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
四
条
・
被
註
語
「
礼
」

　
　

礼
ノ
事
ハ
礼
記
ニ
委
ク
ア
リ
。
其
外
所
々
ノ
文
其
数
多
シ
。
ハ
シ

〳
〵
計
ヲ
申
也
。
五
常
内
義
抄
ニ
モ
礼
ハ
順
也
。
不
邪
婬
ノ
戒
。

礼
ハ
順
也
ト
申
ハ
万
ヅ
ウ
ヤ
マ
ヒ
有
テ
何
事
ニ
モ
随
ヲ
申
也
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
（
内
閣
文
庫
本
）

　
　
　

礼　

順
也　

不
邪
婬
戒　

礼
、
智
、
信

　
　

礼
ハ
順
也
ト
申
ハ
、
万
ニ
ウ
ヤ
マ
イ
有
テ
、
何
事
ニ
モ
順
ヲ
申
也
、

た
と
え
ば
、
右
の
ご
と
く
、
五
常
配
当
箇
所
五
箇
所
中
三
箇
所
（「
仁
」・

「
義
」・「
礼
」）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

第
二
に
、
憲
法
引
用
箇
所
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
条
・
被
註
語
「
是
以
彼
人
雖
瞋
還
恐
我
失
」

　
　

日
本
紀
ニ
ハ
彼カ
レ
ヒ
ト人
ト
左
ニ
付
タ
ル
バ
カ
リ
也
。
古
本
太
子
伝
ニ
ハ

彼
ノ
人
ト
付
ケ
テ
人
ハ
ノ
ハ
ノ
点
ナ
シ
。
平
家
ニ
ハ
縦
人
恐
ル
ト

云
共
ト
書
ケ
リ
。
五
常
内
義
抄
ニ
ハ
是
以
人
ハ
ト
書
テ
彼
ノ
字
見

ヘ
ズ
。
還
恐
我
失
ヲ
バ
日
本
紀
ニ
還
恐
二
レ
ヨ
我
失
ア
ヤ
マ
チ

一
ヲ
ト
ア
リ
。

古
本
太
子
伝
ニ
ハ
恐
リ
ト
付
タ
リ
。
平
家
ニ
ハ
還
ツ
テ
我
咎
ヲ
恐

ヨ
ト
書
ケ
リ
。
五
常
内
義
抄
ニ
ハ
還
テ
我
事
ヲ
恐
ル
ベ
シ
ト
ア
リ
。

常
ニ
ハ
彼
ノ
人
ハ
雖
レ
瞋
還
恐
二
レ
ヨ
我
失
一
チ
ヲ
ト
ヨ
メ
ル
也
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
義
十
六
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

太
子
ノ
憲
法
ニ
云
、
彼
カ
是
ハ
則
我
非
ナ
リ
、
我
是
ハ
則
彼
非
也
、
我

必
聖
ニ
ア
ラ
ス
、
彼
必
愚
ニ
ア
ラ
ス
、
共
ニ
是
凡
夫
也
、
是
非
ノ
理

誰
能
可
定
一
、
相
共
ニ
賢
愚
ナ
ル
事
、
環
ノ
端
無
カ
如
シ
、
爰
ヲ
以

人
ハ
棄マ

マ

何
カ
ニ
怒
ト
云
ト
モ
、
還
テ
我
罪
ヲ
恐
ヘ
シ
、
我
独
得
タ

リ
云
ト
モ
、
衆
ニ
随
テ
同
ク
行
ト
云
ヘ
リ
、
我
独
偏
執
シ
テ
人
ヲ
下

ヘ
カ
ラ
ス
、

右
の
ご
と
き
、
憲
法
の
本
文
、
お
よ
び
、
訓
に
関
す
る
言
及
が
十
例
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
七
条
・
被
註
語
「
大
事
不
可
独
断
必
与
衆
宜
論
」

　
　

皆
人
ゴ
ト
ニ
我
身
ヲ
タ
ノ
ミ
、
我
慢
ノ
心
有
テ
、
ワ
ガ
短
慮
未
練

ヲ
バ
不
レ
顧
、
只
我
意
ノ
マ
マ
ニ
振
舞
也
。
甚
不
レ
可
レ
然
。
五
常

内
義
抄
云
、
世
間
ノ
煩
ニ
四
ノ
品
ア
ル
ベ
シ
。
一
ニ
ハ
大
事
ガ
大

事
ニ
ナ
ル
。
二
ニ
ハ
大
事
ガ
小
事
ニ
ナ
ル
。
三
ニ
ハ
小
事
ガ
大
事

ニ
ナ
ル
。
四
ニ
ハ
小
事
ガ
小
事
ニ
テ
ハ
ツ
ル
有
ル
ベ
シ
。
此
中
ニ

大
事
ガ
大
事
ナ
ラ
ン
ヲ
バ
、
少
シ
モ
心
得
タ
ラ
ン
人
々
ニ
申
合
テ
、

多
ク
人
ノ
サ
モ
ト
イ
ワ
ン
方
ニ
付
ベ
シ
。
大
事
ヲ
ヒ
ト
リ
ハ
カ
ラ

ヘ
バ
後
悪
ク
悪
カ
ル
ベ
シ
。
太
子
憲
法
ニ
云
、
大
事
ヲ
独
リ
断
ル

ベ
カ
ラ
ズ
。
衆
ト
共
ニ
セ
ヨ
ト
イ
ヘ
リ
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
智
九
（
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
）

　
　

第
九
、
世
間
ノ
煩
ニ
可
有
四
ノ
品
一
一
ニ
ハ
、
大
事
ノ
中
大
事
ア
リ
、
二

ニ
ハ
、
大
事
カ
少
事
ナ
ル
ア
リ
、
三
ニ
ハ
、
少
事
カ
大
事
ナ
ル
ア
リ
、
四
ニ
ハ
、
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少
事
カ
中
ノ
少
事
ア
リ
（
書
陵
部
本
「
少
事
ノ
少
事
ニ
テ
ハ
ツ
ル
事
ア
ル

ヘ
シ
」）、
此
中
ニ
、
大
事
カ
中
ノ
大
事
ナ
ラ
ン
事
ヲ
モ
、
サ
モ
心
得
タ

ラ
ン
人
ノ々
申
合
テ
、
多
ク
人
ノ
サ
モ
ト
云
ハ
ン
方
ニ
可
付
也
、
大
事

ヲ
独
リ
計
テ
ハ
、
後
ニ
可
レ
悪
カ
ル
、
サ
レ
ハ
大マ

マ師
憲
法
ニ
云
、
大
事
ニ
ハ

独
リ
不
可
レ
理
、
衆
ト
共
ニ
セ
ヨ
ト
云
云

右
の
ご
と
き
、
教
訓
に
関
す
る
引
用
が
四
例
確
認
で
き
る
。

　

第
三
に
、
そ
の
他
教
訓
箇
所
に
つ
い
て
見
る
と
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
九
条
・
被
註
語
「
信
」

　
　

五
常
内
義
抄
ニ
云
、
人
ハ
信
ヲ
以
テ
能
ヲ
セ
ヨ
ト
云
テ
諸
事
ニ
渡

リ
テ
信
ノ
ア
ル
ベ
キ
也
。
人
ト
シ
テ
信
ナ
キ
ハ
諸
行
成
ラ
ズ
。
信

ナ
ケ
レ
バ
威
ナ
ク
、
威
ナ
ケ
レ
バ
ヲ
モ
カ
ラ
ズ
。
人
ト
シ
テ
信
ア

レ
バ
人
ノ
為
ニ
信
ゼ
ラ
ル
。
心
ニ
虚
妄
ナ
キ
是
ヲ
信
ト
云
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
礼
六
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
六
ニ
云
、
人
ハ
信
ヲ
以
テ
、
徳
ト
セ
ヨ
ト
云
テ
、
諸
事
ニ
渡
テ
、

信
ノ
有
ヘ
キ
ナ
リ
、
人
ト
シ
テ
信
ナ
キ
ハ
、
諸
ノ
行
不
成
、
信
ナ

ケ
レ
ハ
威
ナ
シ
、
威
ナ
ケ
レ
ハ
重
カ
ラ
ス
、
人
ト
シ
テ
信
ア
レ
ハ
、

人
ノ
タ
メ
ニ
信
セ
ラ
ル
、
心
ニ
虚
妄
ナ
キ
、
是
ヲ
信
ト
云
、

右
の
ご
と
き
、
①
五
常
配
当
箇
所
に
近
い
、
五
常
を
被
註
語
（「
礼
」・

「
信
」）
と
す
る
引
用
が
二
例
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
十
条
・
被
註
語
「
絶
忿
棄
瞋
」

　
　

忿
ヲ
バ
コ
コ
ロ
ノ
イ
カ
リ
ト
云
ヒ
、
瞋
ヲ
バ
ヲ
モ
テ
ノ
イ
カ
リ
ト

云
ヘ
ル
也
。
心
ニ
イ
カ
ル
モ
面
ニ
イ
カ
ル
モ
其
差
異
ア
リ
ト
イ
ヘ

ド
モ
何
モ
イ
カ
リ
也
。
絶
チ
棄
ツ
ベ
キ
也
、
五
常
内
義
抄
云
、
人

ハ
余
ニ
腹
悪
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
親
疎
ヲ
分
カ
ズ
人
ニ
鼻
ヲ
ツ
カ
セ

機
嫌
折
節
ヲ
モ
知
ラ
ズ
、
人
ト
イ
サ
カ
ヒ
ヲ
ナ
ス
事
心
憂
事
也
。

シ
カ
ジ
カ
ノ
座
席
ニ
テ
イ
サ
カ
ヒ
ヲ
シ
出
シ
テ
興
ヲ
サ
マ
シ
タ
リ

シ
者
ゾ
ナ
ン
ド
後
ニ
人
ニ
沙
汰
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
心
憂
キ
耻
ナ
ル
ベ

シ
。
都
テ
ハ
シ
タ
ナ
ク
悪
キ
人
ヲ
バ
人
ノ
ナ
ツ
カ
シ
カ
ラ
ズ
ス
サ

マ
ジ
ク
思
也
。
腹
立
ヌ
レ
バ
後
ノ
災
ヲ
知
ラ
ズ
、
我
ヲ
モ
人
ヲ
モ

損
ズ
。
浅
増
シ
キ
片
輪
ナ
ル
ベ
シ
。
只
物
ニ
狂
者
ノ
如
シ
。
現
世

ノ
ア
シ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
後
生
ノ
ホ
ム
ラ
思
遣
ル
ベ
シ
。
去
バ
或
文

云
、
一
念
瞋
恚
ノ
煩
悩
ハ
倶
胝
劫
ノ
善
根
ヲ
焼
キ
、
刹
那
ノ
悪
害

ノ
罪
ハ
無
量
ノ
苦
報
ヲ
得
ト
云
リ
。
又
宝
積
経
云
、
若
人
作
二
功

徳
一
コ
ト
須
弥
山
ノ
如
ク
ナ
レ
ド
モ
、
一
度
瞋
恚
ヲ
起
シ
ヌ
レ
バ

一
時
ニ
消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
。
故
ニ
腹
立
ト
モ
思
静
メ
テ
ヲ
ダ
シ
カ

レ
ト
也
云
々
。

　
『
五
常
内
義
抄
』
義
九
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　

第
九
云
、
人
ハ
余
ニ
腹
悪
カ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
親
疎
ヲ
分
ス
、
人
ニ
鼻
ヲ

突
セ
、
機キ
ケ
ン嫌
折
節
ヲ
モ
不
レ
知
、
人
ヰ
サ
カ
ヰ
ヲ
成
事
、
心
ウ
キ
事
也
、

シ
カ
〳
〵
ノ
座
敷
ニ
ヰ
サ
カ
ヰ
シ
出
シ
テ
、
興
ヲ
醒
タ
リ
シ
者
ソ

ナ
ン
ト
、
後
ニ
人
ニ
沙
汰
セ
ラ
レ
タ
ル
、
心
ウ
キ
恥
ナ
ル
ヘ
シ
、

惣
ヘ
テ
ハ
シ
タ
ナ
ク
悪
キ
人
ヲ
ハ
人
ノ
ナ
ツ
シ
カ
シ
カ
ラ
ス
、
ス
サ

マ
シ
ク
思
ナ
リ
、
腹
立
ヌ
レ
ハ
、
後
ノ
災
イ
ヲ
不
レ
知
、
我
身
モ

迷
ヒ
、
人
ノ
身
モ
損
ス
ル
ナ
リ
、
是
浅
猿
シ
キ
カ
タ
ワ
ナ
ル
ヘ
シ
、

只
物
ニ
ク
ル
フ
者
ノ
如
シ
、（
現
）
世
ノ
悪
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
後
生
ノ
ホ

ム
ラ
思
遣
ヘ
シ
、
サ
レ
ハ
或
文
ニ
云
、
一
念
瞋
恚
ノ
炎
倶
胝
劫
ノ
善
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根
ヲ
焼
、
刹
那
ノ
怨
害
ノ
ツ
ミ
ハ
、
無
量
生
ノ
苦
報
ヲ
得
ト
云
ヘ
リ
、

又
宝
積
経
ニ
曰
、
若
人
功
徳
ヲ
作
事
須
弥
山
ノ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
、
一

度
瞋
恚
ヲ
発
ヌ
レ
ハ
、
一
時
ニ
消
滅
ス
ト
云
ヘ
リ
、
故
ニ
何
ニ
モ
腹

立
ト
モ
、
思
シ
ツ
メ
テ
穏
シ
カ
レ
ト
ナ
リ
、

右
の
ご
と
き
、
そ
の
他
の
引
用
が
七
例
確
認
で
き
る
。

　

よ
っ
て
、
五
常
を
被
註
語
と
す
る
引
用
が
五
例
、
憲
法
自
体
に
焦
点

が
あ
る
引
用
が
十
例
、
教
訓
に
関
す
る
引
用
が
十
三
例
（
五
常
を
被
註

語
と
す
る
引
用
二
例
含
む
）、
計
二
十
六
例
と
な
る
。

三
―
三
、『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
の
交
叉
を
め
ぐ
っ
て

　

如
上
の
利
用
状
況
を
ふ
ま
え
、『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
の
親
和

性
の
有
無
に
つ
い
て
、
以
下
、
分
類
別
に
検
討
す
る
。

　

ま
づ
、
五
常
配
当
箇
所
に
関
し
て
は
、

▼
『
玄
恵
註
抄
』
九
条
・
被
註
語
「
信
是
義
本
」

　
　

玉
林
抄
云
、
信
ハ
是
義
ト
ハ
者
、
準
二
ジ
テ
五
戒
一
ニ
釈
レ
ス
ベ
シ
之
ヲ
。
原

人
論
云
、
不
レ
殺
是
仁
、
不
レ
盗
是
義
、
不
二
邪
婬
一
是
礼
、
不
二
妄

語
一
是
信
、
不
レ
飲
二
噉
酒
肉
一
神
気
清
潔
、
益
二
於
智
慧
一
也
云
々
。

五
常
ト
五
戒
ト
配
ス
ル
ニ
摩釈

教訶
止
観
ノ
説
ト
五儒

教行
大
義
ノ
説
ト
少

シ
相
違
セ
リ
。
摩
訶
止
観
ノ
説
ニ
ハ
仁
殺
義
盗
礼
酒
智
妄
信
婬
云
々
。

五
行
大
義
ニ
ハ
仁
殺
義
盗
礼
婬
智
酒
信
妄
云
々
。
仁
義
信マ
マ

ノ
三マ
マ

ハ
異
義

ナ
シ
。
礼
智
ノ
二マ
マ

ニ
異
説
ア
ル
也
。
原
人
論
ハ
五
行
大
義
ノ
説
ニ

同
也
。
又
玉
林
抄
ニ
五
常
ノ
事
ヲ
載
タ
リ
。

た
と
え
ば
、『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』・『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』・『
太

子
伝
玉
林
抄
』に
お
い
て
、『
五
行
大
義
』・『
摩
訶
止
観
』・『
弁
正
論
』・

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』・『
沙
弥
十
戒
并
威
儀
経
疏
』・『
原
人
論
』
の
五

常
五
戒
配
当
説
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
、か
つ
、『
正
法
輪
蔵
』丁
類）

69
（

・『
聖

徳
太
子
伝
拾
遺
抄
』・
四
天
王
寺
本
『
太
子
伝
』
な
ど
に
お
い
て
、
五

常
を
五
戒
の
み
な
ら
ず
、
慈
和
順
賢
貞
に
配
当
す
る
言
説
が
確
認
で
き

る
の
で
、
太
子
伝
の
学
問
と
五
常
配
当
説
の
関
わ
り
が
、
相
当
程
度
認

め
ら
れ
る
と
言
え
る
。
特
に
、
四
天
王
本
『
太
子
伝
』
が
、『
五
常
内

義
抄
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
事

実
で
あ
る
が
、『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
の
親
和
性
に
直
結
す
る
と

は
言
い
難
い
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
憲
法
引
用
箇
所
の
う
ち
、
憲
法
の
本
文
・
訓
に
関
す
る
言

及
に
つ
い
て
は
、
引
用
さ
れ
る
必
然
性
は
あ
る
が
、『
五
常
内
義
抄
』

の
訓
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
箇
所
が
な
く
、
言
及
さ
れ
る

順
序
が
常
に
最
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
利
用
の
主
目

的
で
あ
る
か
は
疑
わ
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

最
後
に
、
教
訓
箇
所
に
つ
い
て
見
る
と
、
十
三
例
と
最
も
多
く
、
ま

た
、
類
書
的
利
用
に
近
い
例
が
二
例
、
項
目
の
途
中
か
ら
の
引
用
が
一

例
（
類
書
的
利
用
に
近
い
例
）
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
に

憲
法
を
引
用
す
る
典
籍
と
し
て
で
は
な
く
、『
五
常
内
義
抄
』
と
い
う

教
訓
書
そ
の
も
の
が
、
編
者
の
註
釈
方
針
に
適
う
も
の
と
し
て
、
重
宝

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
全
二
十
六
例
の
被
註
語
を
見
る
と
、
す
べ
て
憲
法
を
対
象

と
す
る
も
の
で
、『
聖
徳
太
子
憲
法
玄
恵
注
』
を
対
象
と
す
る
も
の
は



『五常内義抄』の享受と『聖徳太子御憲法玄恵註抄』（下）（野上）

― 23 ―

一
例
も
な
い
こ
と）

70
（

か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』
が
、
憲
法
引
用
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
憲
法
学
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、『
玄
恵
註
抄
』
に
お
け
る
『
五
常
内
義
抄
』
引
用
数
・
量
が
、

享
受
史
上
に
冠
絶
す
る
こ
と
に
、
あ
る
種
の
必
然
性
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
そ
の
他
の
憲
法
註
に
、『
五
常
内

義
抄
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、『
玄

恵
註
抄
』
と
『
五
常
内
義
抄
』
の
邂
逅
自
体
は
、
や
や
大
げ
さ
に
言
え

ば
、
僥
倖
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

四
、
お
わ
り
に

　

以
上
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
を
め
ぐ
っ
て
、
①
典
籍
に
お
け
る
引

用
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
、
中
世
に
お
け
る
流
布
状
況
、
②
享
受
史
上

に
お
け
る
南
都
と
の
関
わ
り
の
有
無
、
③
本
文
伝
流
史
に
お
け
る
『
玄

恵
註
抄
』
所
引
本
文
の
位
置
づ
け
、
④
『
五
常
内
義
抄
』
と
憲
法
学
と

の
親
和
性
の
有
無
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
。

　

流
布
状
況
に
関
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
・
南
北
朝
期
・
室
町
時
代

の
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
多
数
の
典
籍
と
一
致
を
示
す
こ
と

か
ら
、『
五
常
内
義
抄
』、
あ
る
い
は
、
同
書
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る

典
籍
が
、
予
想
以
上
に
、
広
汎
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
―
お
よ
び
、
中

世
後
期
学
問
史
上
に
、
隠
然
と
、
た
し
か
な
地
歩
を
占
め
て
い
た
こ
と

―
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
今
後
、『
五
常
内
義
抄
』
の
再
評
価
が
俟
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
享
受
史
上
に
お
け
る
南
都
と
の
関
わ
り
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
調
査
範
囲
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
明

ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
未
刊
の
南
都
関
係
資
料
の
考
究
が

必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
南
都
と
関
わ
り
が
あ
る
『
玄
恵
註
抄
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
本
文
が
比
較
的
良
好
で
あ
る
こ
と
は
、
注
目
に

値
す
る
事
実
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
憲
法
学
と
親
和
性
が
高
い
と
い
う
事
実
は
、
享
受
史
上
の
問

題
に
限
ら
ず
、『
五
常
内
義
抄
』
自
体
を
逆
照
射
す
る
も
の
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、『
五
常
内
義
抄
』
自
体
の
研
究
の
進
展
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
本
論
は
、『
五
常
内
義
抄
』
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
世

の
学
問
の
一
隅
を
明
ら
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
残
さ

れ
た
課
題
は
多
い
。
博
雅
の
示
教
を
乞
い
、
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
た

い
。

※
引
用
に
際
し
、
一
部
、
漢
字
表
記
に
関
し
て
、
変
更
を
加
え
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。

【
使
用
文
献
】

『
五
常
内
義
抄
』
…
『
古
典
文
庫
』（
一
九
七
七
年
・
七
九
年
）、『
聖
徳
太
子
御

憲
法
玄
恵
註
抄
』
…
『
聖
徳
太
子
全
集
』
一
（
龍
吟
社
、
一
九
四
二
年
）、『
玉

函
秘
抄
』
…
『
玉
函
秘
抄
語
彙
索
引
並
び
に
校
勘
』（
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
、
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一
九
七
一
年
）、『
太
子
伝
玉
林
抄
』
…
『
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
太
子
伝
玉
林
抄
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）、『
実
隆
公
記
』
…
『
実
隆
公
記
』（
続
群
書
類

従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
）

注（
60
）
野
上
「『
聖
徳
太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
』
林
宗
二
編
者
説
続
貂
―
清
家
の

学
問
と
南
都
の
学
問
の
交
叉
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
九
―

四
、二
〇
一
一
年
四
月
）
参
照
。

（
61
）
括
弧
内
は
『
聖
徳
太
子
全
集
第
一
巻
』（
龍
吟
社
、
一
九
四
二
年
）
に
よ

る
他
本
か
ら
の
補
。
以
下
同
じ
。

（
62
）明
ら
か
に『
玄
恵
註
抄
』の
依
拠
本
文
で
は
な
い
、山
田
孝
雄
文
庫
本（
Ａ

類
・
平
仮
名
本
）・
神
原
文
庫
蔵
寛
文
五
年
写
本
（
Ｃ
類
）
―
お
よ
び
、
上

巻
が
現
存
し
な
い
版
本
（
Ａ
類
）
―
は
、
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
し
、
松
平

家
披
雲
閣
本
上
巻
（
Ａ
類
）
の
記
事
の
う
ち
、
内
閣
文
庫
本
（
Ａ
類
）
に
な

い
、
あ
る
い
は
、
同
本
と
相
違
す
る
箇
所
に
傍
線
、
Ｂ
類
本
に
な
い
、
あ
る

い
は
、
同
本
と
相
違
す
る
箇
所
に
波
線
、
両
者
に
な
い
、
あ
る
い
は
、
両
者

と
相
違
す
る
箇
所
に
二
重
傍
線
を
附
す
こ
と
と
す
る
。

（
63
）
五
常
配
当
箇
所
の
引
用
に
つ
い
て
見
る
と
、

　

▼
『
玄
恵
註
抄
』
六
条
・
被
註
語
「
仁
」

則
仏
教
ノ
五
戒
ノ
中
ノ
不
殺
生
戒
ニ
当
也
。
五
常
内
義
抄
ニ
云
、
仁
ハ

慈
悲
也
、
不
殺
生
戒
。
仁
ハ
慈
悲
也
ト
申
ハ
心
ニ
慈
悲
ア
ツ
テ
諸
事
ニ

付
テ
愍
ミ
悲
ム
也
云
々
。

　
　

『
五
常
内
義
抄
』
仁
（
松
平
家
披
雲
閣
本
）

　
　
　
　

仁
者
慈
悲
ナ
リ　

不
殺
生
戒

　
　
　

仁
ハ
慈
也
ト
申
ハ
、
心
ニ
慈
悲
在
テ
、
何
事
ニ
付
テ
、
哀
悲
ヘ
シ
、

　
「
仁
者
慈
悲
ナ
リ
」
と
す
る
の
は
、
現
存
諸
本
中
、
松
平
家
披
雲
閣
本
上
巻

の
み
で
あ
る
が
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
も
「
仁
ハ
慈
悲
也
」
と
し
、
両

者
の
偶
合
が
確
認
で
き
る
。

（
64
）
現
存
諸
本
と
の
比
較
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
か
く
言
う
も
の
で
あ
る
。

（
65
）
Ａ
類
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
上
巻
相
当
部
分
と
同
様
に
善

本
と
推
測
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

（
66
）
一
本
よ
り
も
『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
に
近
い
箇
所
に
傍
線
、『
玄
恵
註

抄
』
所
引
本
文
と
相
違
す
る
箇
所
に
波
線
、
他
本
に
比
し
て
『
玄
恵
註
抄
』

所
引
本
文
に
最
も
近
似
す
る
箇
所
に
二
重
傍
線
を
附
す
こ
と
と
す
る
。

（
67
）『
聖
徳
太
子
十
七
ヶ
条
之
憲
法
并
註
』・『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
に
も
あ
り
。

（
68
）
ま
た
、『
玄
恵
註
抄
』
所
引
本
文
は
、
平
仮
名
本
の
一
部
に
古
態
が
存
す

る
こ
と
を
知
る
よ
す
が
と
も
な
る
。

（
69
）
阿
部
泰
郎
氏
「『
聖
徳
太
子
伝
暦
』『
仏
法
最
初
弘
仁
伝
』『
松
子
伝
』
解

題
」（『
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
五
巻
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
70
）『
玄
恵
註
抄
』
は
、『
聖
徳
太
子
憲
法
玄
恵
注
』
の
註
釈
な
の
で
、
引
用

さ
れ
る
も
の
が
す
べ
て
憲
法
学
と
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
。
野
上
「『
聖
徳

太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
』
の
『
燈
前
夜
話
』
利
用
に
つ
い
て
の
覚
書
―
清
原

宣
賢
抄
物
利
用
と
の
差
異
か
ら
―
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
第
２
４
集
』
新

典
社
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
の
が
み
・
じ
ゅ
ん
い
ち　

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）


